
（
１
）

華
岡
青
洲
の
生
涯
と
そ
の
業
に
関
し
て
は
、
多
く
の
先
人
に
よ
る
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
呉
は
青
洲

の
生
涯
の
業
績
を
大
冊
に
纒
め
た
が
、
そ
の
大
綱
は
現
在
に
お
い
て
も
色
槌
せ
て
お
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
上
碑
益
す
る
所
が
大
で
あ
る
。

（
２
）
（
３
）

そ
の
後
出
版
さ
れ
た
森
慶
三
ら
の
編
に
な
る
「
医
聖
華
岡
青
洲
」
、
南
圭
三
ら
の
「
華
岡
青
洲
」
も
内
容
の
過
半
を
前
記
呉
の
記
述
に
依
存
し

（
２
）
（
３
）
（
１
）

て
い
る
。
一
方
青
洲
の
業
績
の
中
で
も
最
大
と
い
わ
れ
る
麻
沸
散
開
発
の
経
緯
に
関
し
て
は
前
述
の
著
書
に
も
呉
の
記
述
以
上
の
知
見
は
披

（
４
）
（
５
）
（
６
）
（
７
）

見
さ
れ
ず
、
わ
ず
か
に
宗
田
が
、
呉
の
著
書
が
復
刻
さ
れ
た
の
を
機
に
麻
沸
散
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
著
者
は
青
洲
の
麻
沸
散
と
同
じ

処
方
の
麻
沸
散
を
再
現
し
、
犬
、
ウ
サ
ギ
、
人
な
ど
を
用
い
て
動
物
実
験
を
行
っ
た
が
、
医
史
学
に
お
い
て
実
験
的
追
試
を
行
っ
た
噴
矢
で

あ
る
。
こ
の
実
験
に
よ
っ
て
、
麻
沸
散
の
効
果
は
動
物
の
種
差
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
結
局
青
洲
は
人
に
対
す
る
至
適
投
与
量
を
決
定

す
る
た
め
、
妻
加
恵
な
ど
を
対
象
と
し
た
人
体
実
験
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
情
が
強
く
示
唆
さ
れ
た
。
し
か
し
右
に
述
べ

た
諸
研
究
は
い
ず
れ
も
、
青
洲
の
立
場
、
治
療
を
行
っ
た
側
か
ら
考
究
し
た
研
究
で
あ
り
、
患
者
側
か
ら
見
た
研
究
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
し
て
著
者
は
、
青
洲
に
よ
っ
て
乳
癌
の
手
術
療
法
を
受
け
た
最
初
の
患
者
で
、
人
々
に
も
知
ら
れ
て
い
る
藍
屋

一
、
は
じ
め
に

講
御
堂
寺
過
去
帳
に
よ
る
藍
屋
家
の
系
譜
的
研
究

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
三
巻
第
四
号

平
成
九
年
十
二
月
二
十
日
発
行

松
木
明

平
成
九
年
三
月
六
日
受
付

平
成
九
年
八
月
十
五
日
受
理

知
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巻
一
（
延
宝
元
年
～
宝
永
五
年
）
、
巻
二
（
宝
永
六
年
～
享
保
十
一
年
）
、
巻
三
（
享
保
十
二
年
～
宝
暦
元
年
）
、
巻
六
（
天
明
九
年
～
享
和
二
年
）
、

巻
八
（
文
政
七
年
～
天
保
十
年
）
、
巻
九
（
天
保
十
一
年
～
安
政
六
年
）
、
巻
十
（
安
政
七
年
～
明
治
六
年
）
、
巻
十
一
（
明
治
七
年
～
明
治
二
三
年
）

に
は
藍
屋
ま
た
は
ア
イ
ヤ
姓
の
氏
名
は
全
く
披
見
さ
れ
ず
、
巻
四
（
宝
暦
二
年
～
明
和
五
年
）
、
巻
五
（
明
和
六
年
～
天
保
八
年
）
と
巻
七
（
文
化

元
年
～
文
政
六
年
）
の
三
冊
に
の
み
披
見
さ
れ
る
。
明
治
維
新
以
降
に
な
る
と
屋
号
な
ど
が
廃
止
さ
れ
て
姓
名
で
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、

死
亡
者
や
喪
主
の
中
に
「
藍
屋
」
姓
を
追
究
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
左
に
「
引
導
霊
簿
」
か
ら
「
藍
屋
」
な
い
し
「
ア
イ
ャ
」
姓
の
氏
名
、

法
名
、
没
年
月
日
を
抄
出
す
。

さ
れ
て
い
る
。

か
ん
の
系
譜
に
つ
い
て
研
究
し
、
そ
の
結
果
極
め
て
興
味
あ
る
知
見
を
得
た
の
で
報
告
す
る
。

（
８
）

な
お
こ
の
研
究
の
要
旨
を
平
成
六
年
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
第
九
十
六
回
日
本
医
史
学
会
で
発
表
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
学
会
の
期

日
が
筆
者
が
主
宰
す
る
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
学
教
室
の
開
講
三
十
周
年
記
念
行
事
と
重
な
っ
た
た
め
、
紙
上
発
表
と
し
て
載
い
た
も
の

で
あ
る
。

に
わ
た
り
実
地
に
調
査
し
た
。

同
寺
の
過
去
帳
「
引
導
霊
捨

巻
四

○
宝
暦
八
年
四
月
廿
九
日

著
者
は
奈
良
県
五
条
市
の
講
御
堂
寺
の
過
去
帳
「
引
導
霊
簿
」
を
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
十
月
と
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
月
の
二
回

二
、
講
御
堂
寺
の
引
導
霊
簿
に
現
れ
た
藍
屋
家
の
人
々

「
引
導
霊
簿
」
は
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
か
ら
明
治
二
十
二
年
二
八
八
九
）
ま
で
の
分
が
十
二
巻
に
分
け
ら
れ
て
保
存
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○
明
和
八
年
正
月
廿
二
日

了
舂
童
子
ア
イ
ヤ
和
助
子

巻
五

幻
夢
童
女
ア
イ

○
天
明
四
年
三
月
廿
九
日

心
光
童
子
ア
イ
ャ

○
天
明
三
年
十
二
月
十
八
日

自
光
童
女
ア

○
天
明
元
年
八
月
二
日

○
安
永
六
年
九
月
三
十
日

本
光
信
女
ア
イ

○
安
永
七
年
三
月
十
一
日

了
恵
信
女
ア
イ

○
天
明
二
年
八
月
廿
六
日

巻
七

芳
蓮
信
女
ア

Ｕ
天
明
五
年
九
月
三
日

元
茜
室
里
子
ア

恵
正
信
女
ア
イ
ヤ
源
兵
衛
後
家
娘
ク
マ

ア
イ
ャ
佐
兵
衛
妻

ア
イ
ヤ
平
吉
子

ア
イ
ャ
佐
兵
衛
子

ア
イ
ャ
平
吉
孫

ア
イ
ヤ
佐
平
衛
母

ア
イ
ヤ
佐
平
衛

ア
イ
ャ
佐
平
衛
子
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第
二
に
問
題
と
な
る
の
は
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
二
月
二
十
六
日
に
没
し
た
「
春
月
智
了
信
女
」
の
条
に
の
み
「
北
之
町
」
と
い
う
町
名

と
「
藍
屋
利
兵
衛
母
」
と
漢
字
で
姓
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
解
答
は
容
易
に
見
い
出
し
得
な
い
。
文
化
元
年
（
一

八
○
四
）
以
前
は
す
べ
て
「
ア
イ
ヤ
」
と
カ
タ
カ
ナ
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
文
化
年
間
頃
に
な
っ
て
住
職
が
変
わ
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
と
森
本
師
は
著
者
に
語
っ
た
が
、
よ
り
詳
し
い
こ
と
は
師
が
逝
去
さ
れ
た
の
で
、
現
在
直
ち
に
こ
の
種
々
調
査
は
出
来
な
い
・

第
三
の
問
題
は
、
藍
屋
利
兵
衛
の
代
々
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
引
導
霊
簿
」
の
記
載
順
か
ら
見
て
、
源
兵
衛
ｌ
佐
兵
衛
ｌ
利
兵
衛
と
続
く
の

が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
と
森
本
師
は
言
う
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
こ
の
三
人
の
法
名
が
「
引
導
霊
簿
」
の
中
に
披
見
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

例
え
他
所
で
死
亡
し
て
も
、
必
ず
菩
提
寺
に
そ
の
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
法
名
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
蔭
に
は
何
か
特
別
の
事

情
が
存
在
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
源
兵
衛
は
と
も
か
く
と
し
て
、
か
ん
の
息
子
「
利
兵
衛
」
の
名
前
だ
け
で
も
披
見
さ
れ
る
の
が
普
通
で

以
上
の
よ
う
に
「
引
導
霊
簿
」
中
に
は
「
ア
イ
ヤ
」
ま
た
は
「
藍
屋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
殆
ど
は
「
ア
イ
ャ
」
で
あ
り
、
「
藍
屋
」
と

漢
字
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
化
二
年
に
残
し
た
青
洲
の
患
者
「
か
ん
」
の
み
で
あ
る
。

第
一
の
問
題
点
は
家
系
で
あ
る
。
一
見
し
て
右
の
人
々
は
二
家
系
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
第
一
は
「
ア
イ
ャ
和
助
」
の

系
統
で
あ
り
、
第
二
は
名
前
に
源
兵
衛
以
下
「
…
…
兵
衛
」
の
つ
く
家
系
で
あ
る
。
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
の
調
査
時
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
森
本
孝
順
師
に
お
尋
ね
し
た
が
、
師
も
筆
者
の
意
見
と
全
く
同
じ
で
、
ア
イ
ヤ
和
助
の
子
は
「
了
春
童
子
」
、
ア
イ
ャ
平
吉
の
子
は
「
了
恵

信
女
」
と
法
名
の
第
一
字
に
「
了
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
一
方
ア
イ
ヤ
源
兵
衛
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
「
本
光
信
女
」
「
自
光
童
女
」

「
心
光
童
子
」
な
ど
法
名
の
第
二
宇
目
に
「
光
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

フ
ァ
二
○

で
芋
人 〕

文
化
二
年
二
月
廿
六
日

春
月
智
了
信
女

北
之
町
藍
屋
利
兵
衛
母
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あ
る
。
利
兵
衛
の
名
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
利
兵
衛
を
含
む
藍
屋
家
の
人
た
ち
が
文
化
三
年
以
降
他
所
へ
引
っ
越
し
た
こ
と
が
最
も
考
え

ら
れ
る
。
も
っ
と
も
利
兵
衛
の
代
で
藍
屋
家
が
絶
え
た
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
利
兵
衛
の
名
前
だ
け
は
披
見
さ
れ
て

然
る
べ
き
で
あ
る
。
源
兵
衛
ｌ
佐
兵
衛
ｌ
利
兵
衛
の
代
々
は
墓
碑
も
現
存
し
な
い
た
め
こ
れ
を
確
認
す
る
術
は
な
い
が
、
も
し
佐
兵
衛
が
利

兵
衛
の
父
で
あ
る
と
す
る
と
、
利
兵
衛
の
母
か
ん
は
佐
兵
衛
の
妻
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
「
引
導
霊
簿
」
に
は
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）

九
月
三
十
日
に
死
亡
し
た
「
本
光
信
女
」
が
「
ア
イ
ヤ
佐
兵
衛
妻
」
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
佐
兵
衛
の
妻
で
あ
る
か
ら
、
利
兵
衛
の
母

に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
利
兵
衛
の
母
は
文
化
二
年
二
八
○
五
）
二
月
二
十
六
日
に
没
し
た
「
か
ん
」
で
あ
る
。
文
化
元
年
（
一
八

○
四
）
に
か
ん
は
数
え
年
で
六
十
歳
で
あ
っ
た
か
ら
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
生
ま
れ
の
は
ず
で
あ
る
。
も
し
あ
く
ま
で
も
佐
兵
衛
の
息
子
が

利
兵
衛
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
利
兵
衛
の
母
「
か
ん
」
は
佐
兵
衛
の
後
妻
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
に
没
し

た
佐
兵
衛
の
妻
「
本
光
信
女
」
の
後
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
没
し
た
「
自
光
童
女
」
は
「
本

光
信
女
」
の
子
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
天
明
二
年
に
没
し
た
「
心
光
童
子
」
と
天
明
三
年
に
没
し
た
「
幻
夢
童
女
」
は
後
妻
つ
ま

り
「
か
ん
」
の
子
供
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
「
引
導
霊
簿
」
の
記
述
か
ら
は
以
上
記
し
た
よ
う
な
推
察
を
す
る
こ
と
が
限
界
で
あ
る
。

第
四
は
宝
暦
八
年
二
七
五
八
）
に
没
し
た
「
恵
正
信
女
」
の
続
柄
で
あ
る
。
「
源
兵
衛
」
の
「
後
家
娘
ク
マ
」
と
あ
る
が
解
釈
は
二
通
り

あ
る
。
「
後
家
娘
」
と
続
け
て
読
め
ば
、
源
兵
衛
の
実
の
娘
で
あ
る
が
、
後
家
と
な
っ
て
実
家
に
戻
っ
て
い
た
「
ク
マ
」
と
解
釈
が
可
能
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
源
兵
衛
の
後
家
の
娘
、
つ
ま
り
連
れ
子
で
あ
る
と
も
理
解
さ
れ
る
。
仮
の
系
図
で
は
実
の
娘
と
解
釈
し
て
作
っ
て
お
い
た
。

確
実
に
言
う
こ
と
が
出
来
る
の
は
青
洲
が
第
一
番
目
に
乳
癌
の
手
術
を
行
っ
た
藍
屋
か
ん
は
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
二
月
二
十
六
日
に
没

し
て
い
る
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
他
に
関
し
て
は
、
更
な
る
関
係
史
料
の
出
現
が
強
く
待
た
れ
る
所
で
あ
る
。
と
く
に
境
内
の
奥
に
は
無

縁
の
墓
碑
が
数
十
墓
現
存
し
て
い
る
が
、
改
め
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
っ
と
も
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
森
本
師
は
著
者
に
対

し
て
そ
の
中
に
藍
屋
家
の
墓
は
な
い
と
明
言
し
て
い
た
。

（
１
）

な
お
青
洲
か
ら
乳
癌
の
手
術
を
受
け
た
患
者
の
中
で
五
条
駅
出
身
の
者
が
藍
屋
か
ん
の
他
に
も
う
一
人
い
る
。
呉
の
著
書
に
引
用
す
る
所
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図
一
、
引
導
霊
簿
か
ら
推
定
さ
れ
る
藍
屋
家
の
系
図

（
）
内
は
法
名

源
兵
衛

（
？
．

「
段
，
●（

芳
蓮
信
女
）

ｌ
ク
マ

（
恵
正
信
女
）

Ｉ
佐
兵
衛

（
？
、

フ

か
ん

（
春
月
智
了
信
女
）

（
本
光
信
女
）

利
兵
衛

（
？
．
）

［
ノ
‘
■（

幻
夢
童
女
）

『
〆
‘
■（

自
光
童
女
）

「
〆
‐
。（

心
光
童
子
）

五
条
駅
出
身
の
勝
股
元
碩
の
妻
で
あ
る
か
ら
、
右
の
「
貞
正

院
夏
雲
情
蓮
大
姉
」
は
、
文
化
六
年
二
八
○
九
）
五
月
二
四
日

に
手
術
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
「
勝
股
元
碩
内
」
と
同
一
人

物
と
断
定
し
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、

元
碩
の
妻
は
手
術
し
て
約
三
年
後
に
死
亡
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
藍
屋
か
ん
に
次
い
で
「
乳
癌
姓
名
録
」
の
中
、
死
亡
年

月
日
が
確
定
し
た
第
二
例
目
で
あ
る
。

（
９
）

な
お
勝
股
（
元
碩
）
家
の
墓
碑
は
五
条
市
極
楽
寺
境
内
の
無
縁

墓
碑
塔
の
中
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
碑
柱
同
志
が
密
接
に
固

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
碑
銘
が
読
め
な
い
の
も
多
く
、
勝
股
家

○
文
化
元
年
八
月
十
八
日

速
到
詳
連
信
士
勝
股
元
碩
子

○
文
化
九
年
六
月
十
三
日

貞
正
院
夏
雲
情
蓮
大
姉
勝
股
元
碩
妻

の
「
乳
癌
姓
名
録
」
の
文
化
六
年
五
月
念
四
月
の
条
に
披
見
さ

れ
る
「
勝
股
元
碩
内
」
で
あ
る
。
「
引
導
霊
簿
」
の
巻
七
に
は
勝

股
姓
の
法
名
が
二
名
披
見
さ
れ
る
。
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の
墓
碑
は
未
だ
所
在
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

（
７
）
松
木
明
知
「
大
麻
と
ケ
シ
の
文

（
８
）
松
木
明
知
「
藍
屋
佐
兵
衛
の
妻

三
頁
、
一
九
九
五
（
平
成
七
年
）

（
９
）
五
条
市
極
楽
寺
墓
地
墓
石
調

（
６
）
松
木
明
知
『
近
代
麻
酔
科
学
を
創
っ
た
華
岡
青
洲
ｌ
痛
み
と
の
闘
い
の
歩
み
ｌ
』
『
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
」
二
五
’
六
号
、
一
二
○
～
一
二
三
頁
、

文
献

（
１
）
呉
秀
三
「
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
」
吐
鳳
堂
、
東
京
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
年
）

（
２
）
森
慶
三
、
市
原
硬
、
竹
林
弘
編
「
医
聖
華
岡
青
洲
」
医
聖
華
岡
青
洲
顕
彰
会
、
和
歌
山
市
、
一
九
五
四
（
昭
和
三
九
年
）

（
３
）
南
圭
三
「
華
岡
青
洲
」
和
歌
山
県
那
賀
町
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
七
年
）

（
４
）
宗
田
一
『
華
岡
青
洲
の
麻
酔
薬
〈
通
仙
散
〉
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
二
三
～
三
五
頁
、
呉
秀
三
著
「
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
』
付
録
思
文

閣
、
京
都
市
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
年
）

（
５
）
宗
田
一
「
華
岡
冑
洲
の
麻
酔
薬
開
発
ｌ
外
来
技
術
受
容
の
日
本
化
ｌ
」
未
中
哲
夫
編
「
実
学
史
研
究
Ⅳ
」
二
七
～
四
六
頁
、
思
文
閣
、
京
都

松
木
明
知
「
大
麻
と
ケ
シ
の
文
化
史
ｌ
麻
沸
散
の
謎
ｌ
」
「
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
』
三
四
五
号
、
三
八
～
四
○
頁
、
一
九
九
六
（
平
成
八
年
）

松
木
明
知
「
藍
屋
佐
兵
衛
の
妻
と
勝
股
元
碩
の
妻
ｌ
青
洲
の
乳
癌
患
者
に
つ
い
て
ｌ
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
一
巻
二
号
、
二
二
二
～
二
二

市
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
年
）

一
九
九
三
（
平
成
五
年
）

極
楽
寺
墓
地
墓
石
調
査
台
帳
、
勝
股
元
碩
の
妻
の
墓
石
の
番
号
は
八
四
○
（
欄
外
番
号
一
六
六
九
）
で
あ
る
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）
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AGenealogicalStudyoftheAiyasfromtheBurialRecords

ofKomidoTemple

Ｊ
Ｊ
胸

Ｃ
ｅ
一

bvAkitomoMATSUKI

ThenameofKanAiyahasbeenwidelyknownamongJapanesemedicalhistorians,asshewasthe

firsttohaveherleftbreastremovedbecauseofcancerundergeneralanesthesiabyasurgeonSeishu

HanaokaonOctl3th,1804.NumerouspapersareavailableconcerningthesurgeonSeishuHanaokaand

hiscolleagues,however,littleisknownabouthispatientKanAiyaandherfamily.

TheauthorvisitedKomidoTempleofGojoCitytwicetodetectthenamesofherfamilyfromthe

templeburialrecordswhichconsistoftwelvevolumesandinwhichtheearliestdescriptionofdeathdates

backtol673.

AtotaloftenpeoplewiththenameAiyawerediscoveredintherecordsandtheycouldbedivided

intotwofamiliesaccordingtotheirposthumousnames;GembeiAiya'sfamilyandWasukeAiya'sfamily.

KanAiyabelongedtotheformer.

ItisstrangetousthatnoexactnamesanddatesofdeathsofKan'sfather,herhusbandandherson

Riheiweredetectedintherecords,butltriedtomakeatentativefamilytreeofKanAiya'sfamily.As

therearenogravestonesofthefamilyinthetemple,anynewdocumentsorhistoricalmaterialsabouther

familyarenecessaryforfurtherdetailedstudy.

（
・
［
）


